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旭川医科大学医学部医学科（学士課程） 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

 

 

医学科では、医療分野における多様な価値観等に触れるための基礎教育科目、医師のプ

ロフェッショナリズム涵養に結びつく横断的な内容を身につけるためのICM(Introduction 

to Clinical Medicine)科目、より専門的な内容を学び、実践的な力を身につけるための基礎

医学科目、臨床医学科目による教育課程を整備し、これらの体系的な履修を促します。ま

た、日進月歩である医学の発展に教育課程として柔軟に対応するために「選択・必修コー

スⅠ～Ⅱ」をICM科目の中に配置し、基礎医学・臨床医学の発展に即した教育課程となる

よう努めています。 

 

医学科では、医学科の学位授与の方針を実現するために、上記の方針を以下のとおり具

体化して、カリキュラムを編成しています。 

 

① 「倫理観とプロフェッショナリズム」（態度） 

生命の尊厳を尊重し、医の倫理を理解し、チーム医療に基づいた医療を実践できるた  

めの態度を身につけている。 

１，医学者としての倫理原則や臨床医として患者さんに対応するための行動科学を理解す

るために、ICM科目に「医療概論Ⅰ～Ⅳ」を配置し、１年次から系統的に履修できるように

展開しています。 

 

② 「医学と関連する領域に関する十分な知識と生涯学習能力」（知識） 

幅広い教養と基礎医学、臨床医学、社会医学の基本的知識を有し、それに基づいた医  

療を実践するために、生涯にわたる学習の必要性とその方法を説明できる。 

 

２．文化、社会、自然等に関する幅広い知識を身につけ、多様な価値観等に触れるために、

教養科目を基礎教育科目と位置づけ履修を個人の希望に合わせた選択としています。 

３．医師のプロフェッショナリズム涵養に結びつく横断的な内容を身につけるためのICM科

目を設定し履修を必修としています。 

４．専門分野の学問の内容と方法を説明でき、自学自習の態度を涵養し、確実に知識を獲

得するために、講義・実習科目としての基礎教育科目、基礎医学科目、臨床医学科目のみ

でなく、ICM科目として「医学チュートリアルⅠ～Ⅴ」を演習科目として配置し、１年次か

ら系統的に履修できるように展開しています。 
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③「全人的な医療人能力、基本的診療能力、実践的臨床能力」（技能） 

豊かな人間性を持って患者、患者家族と接することができる。 

患者の意思を尊重した適切な健康増進を図ることができるとともに医療を提供するた 

めの基本的診療能力を身につけている。 

急性もしくは慢性の健康問題について診断と治療の原則を理解し、安全性を配慮した 

上で計画できる。 

5．心理学的背景を理解した上で、医療コミュニケーションを円滑に行うために、基礎教育

科目に「心理・コミュケーション実習」を１年次に配置しています。 

6．主要徴候に基づく健康問題の診断と治療の原則を理解するために、1年次に「症候学」

を導入し、ICM科目の「医学チュートリアルⅢ～Ⅳ」と臨床医学科目の「症候別・課題別講

義」を連動させ配置しています。 

7．臨床実習に必要な基本的診療能力と臨床推論能力を身に付けるために、臨床医学科目の

「臨床実習序論」とICM科目 のTBL型演習である「医学チュートリアルⅤ」を連動させ配

置し、４年次に展開しています。 

8．臨床実習は、４年次～５年次に配置するベッドサイドラーニングで全ての臨床科目をロ

ーテートし、引き続き配置する実習ではクリニカルクラークシップ（診療参加型実習）を

採用し４週間を一単位として基本診療科を中心に５年次～６年次に必修で展開しています。 

 

④「問題解決能力、発展的診療能力、研究心」（思考・判断） 

基礎医学・臨床医学・社会医学領域における研究の意義を理解し、科学的情報を収集し

評価するとともに、客観的思考を持って診療に応用することができる。 

また、新たな情報を生み出すために倫理原則に基づいた論理的研究計画を立案できる。 

 

9．自らの思考・判断のプロセスや結果を、論述等で論理的に的確に説明できるように、基

礎教育科目に「基礎生物学実習」、「医用物理学実習」、「基礎化学実習」、基礎医学科

目には「生化学実習」、「形態学実習Ⅰ、Ⅱ」、「生理学実習・演習」、「薬理学実習」、

「微生物学実習」、「寄生虫学実習」、「衛生・公衆衛生学実習」、「法医学実習・演習」

等の実習科目を配置し、１年次から系統的に履修できるように展開しています。 

10．臨床情報に基づく研究を行うために臨床医学科目に「臨床疫学」を配置し、獲得した

様々な知識を用いて現実の問題解決に取り組む活動を行なう医学研究者としての素養を養

うため、４年次に研究室に所属する必修科目としてICM科目に「医学研究特論」を配置して

います。 
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⑤「地域社会・国際社会へ貢献するための能力」（意欲・関心） 

医療に対する社会的ニーズを踏まえ、医療の実践、研究を通じて地域社会及び国際社会

に貢献する必要性とその方法を説明できる。 

 

１１．地域医療の問題点を知るための「地域医療学」、旭川近郊および北海道での医療ニ

ーズの探索ための「早期体験実習Ⅰ、Ⅱ」、医療に関わる社会的問題を知り解決するため

の「医療社会学」、「医療社会学実習」をICM科目に配置しています。また地域における病

める者の医療ニーズを知るために臨床医学科目に「健康弱者のための医学」を配置し、１

年次から系統的に履修できるように展開しています。 

１２．医学研究を通じて国際社会に貢献する方法を知るために「医学研究特論」を４年次

に配置しています。 

 

 

学習成果の評価の方針 

 

１．講義の学習成果は、試験・レポート・授業での課題等により、演習や実習では課題の

実施状況やレポート等で総合的に評価します。医学研究特論は、取り組み状況、研究

成果の発表により評価します。臨床実習は、各診療科の評価基準（ルーブリック評価、

レポートなど）に従って評価します。 

 

２．各卒業時到達目標、コンピテンシーの達成度、および各学年で身につけた知識、技能、

態度等の総合的評価は「医学科コンピテンシー・評価対応表」により行います。 

 

３．本学の医学教育をより良いものにするため，カリキュラムの評価と検証を継続的に行

います。その評価・検証体制は「アセスメント・ポリシー」に示されています。  

 


